
荷役災害
多発
いずれも

荷役作業中
の災害です

本年６月までに、奈良県内の道路貨物運送業において、

荷役作業中における死亡労働災害及び

休業４日以上の労働災害がともに多発しています。

人は、幸福な生活を実現するために働いているのであり、

働くことで生命が脅かされることは

決してあってはなりません。

荷役作業では、慣れや作業手順の省略から災害が発生します。
あなたと大切な仲間の命を守るため、今すぐ再点検を！

事故の型別（令和８年６月末現在）

墜落・転落

33%

転倒

16%

本年発生した労働災害のうち

「墜落・転落」が最も多く33％、

次いで「転倒」が16％を占めています。

荷役作業時の安全対策を

再点検しましょう！

奈良県内の道路貨物運送業の労働災害発生状況
（令和８年６月末現在）

死亡災害 休業４日以上の死傷災害

発生
（いずれも荷役作業中）

（前年同期比14％増）

２人 人



詳しい対策は

こちらの資料を

ご活用ください

荷役作業の安全対策
ガイドライン

荷役作業での労働災害
を防止するために取り
組むべき事項を具体的
に示したものです。

荷役５大災害防止
対策チェックリスト

ロールボックスパレット・
テールゲートリフター

使う前の５つの基本チェックリスト

荷役作業における死亡
災害の約８割を占める
荷役５大災害を防止す
るためのチェックリス
トです。

ロールボックスパレット
とテールゲートリフター
の作業前点検リストです。

スマートフォン等
で二次元コードを
読み取ってご覧
ください。

荷役作業の安全対策に関するお問い合わせは、最寄りの労働基準監督署へ

（Ｒ８．７）

奈良労働局・労働基準監督署

危険の見える化が
第一歩です！

作業指揮者の指示のもと、

安全な手順で作業を！

「昇らない・乗らない・
無理しない」が基本です！

荷崩れ・荷の落下は
重大災害につながります！

教育と意識づけで
災害ゼロを目指しましょう！

リスクアセスメントの

結果に基づき、災害防止

措置を講じましょう。

荷役作業の危険性又は

有害性を把握しましょう。

安全な作業手順を定め、

周知・遵守を徹底しましょう。

特に、１個又は１単位（荷の入った

１つのロールボックスパレット等）

の荷でその重量が100ｋｇ以上の

積卸し作業では、労働安全衛生規

則第151条の70に基づき、作業

を指揮する者を定め、以下の事項

を確実に実施しましょう。

①作業手順及び作業方法の決定

②作業の直接指揮

③器具・工具の点検

④関係労働者以外の立入禁止

荷台、荷の上・高所での

作業では、昇降設備を

使用しましょう。

三点支持の励行と、

保護帽の着用を

徹底しましょう。

墜落制止用器具を

適切に使用しましょう。

荷締め・シート掛け・シート

外し等は、できる限り

地上で実施しましょう。

ロープ解き・シート外し・

あおり開放等の作業では、

荷台上の荷の落下の危険が

ないことを十分確認して

から作業を開始しましょう。

運搬中の荷崩れ防止

措置を確実に行いましょう。

作業開始前に荷の状態を

確認し、安全な作業方法で

実施しましょう。

荷役作業に関する安全衛生

教育を定期的に実施しましょう。

災害事例を活用した

危険予知活動（ＫＹ活動）を

推進しましょう。

作業内容に応じて、保護帽・

安全靴等の必要な保護具を

着用させ、使用を徹底

しましょう。

荷役作業 ５つの重点対策

「いつもどおり」の作業こそ、危険が潜んでいます。
作業前に必ず危険を確認し、安全作業を徹底しましょう。


